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強になりました。
留学生の声
私の研究生活
セティオ・ペルティウィ
インドネシアのセティオ・ペルティウィで
す。普段はティウィと¥J乎ばれます。ボゴ、ル農科
大学にアシスタント講師として勤めています
が、勉強のために臼本に来ました。
日本に来てから、すでに三年間になりました
が、わずか三カ月のように感じています。学問
を学びに来た私にとっては、日本の技術および
科学の開発進歩はもちろんなことですが、社会
的なことや日々の出来事だけでも非常にし叫、勉
私の専門は農業機械学ですが、日本での研究テーマは特に機械化による農作業計画の最適化
です。この研究はパソコンを利用して、作業計画の最適化に利用できるような支援システムを
作成することです。具体的には、データベースシステムやオペレーションズリサーチ法や経済
的な解析などを導入して、シミュレーションの手法で最適化が行われます。また、将来的に
は、人工知能の応用も計画されています。
研究生活については、いうまでもなく楽しいことも悩みこともたくさんありますが、それを
-っす、つ述べるのは本当に大変でしょう。
では、楽しいことから始めれば¥農作業計画のことだけでも、広い分野にわたり、機械・施
設、肥料・農薬などの資材、作物・品種、土壌や圏場条件、天候・気象条件、栽培・作業体系
などの具体的なデータと解析が必要であり、それぞれをまとめるのは多くの努力が必要です。
また、解析手法においては、いろいろな方法や手段などが存在していますので、それを完全に
うまくまとめるのはやりきれないことぐらいになります。勉強の面からみれば、それは一つの
挑戦や楽みになると思います。そして、筑波大学では、勉強と研究のための設備が充分に用
意されていますので、充分に満足することができます。その他に、友達がたくさんできて、自
分の家から遠く離れても普通どうりに生活できますので、安心です。
さて、地みごとはどこにあるでしょうか。日本語が難しい、そして日本語の論文やテキスト
などがあまり読めないことが、漢字を使わない国から来た留学生にとってはもちろんなこと
で、一つの悩みになります。また、研究を深めるために、たくさんの参考課題や議論などが必
要です。日本では、それを求めるためには、学会、研究会、学会誌などの場を利用できればと
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てもし、し、と思いますが、不幸にも、農業機械学会あるいは他に関連する学会には農作業計画に
関する研究テーマはあまりでません。そして、少数の課題がでても、意味のある検討(ディス
カション〉がなかなかできません。なぜかとし市、ますと、作業計画に演する研究テーマは確か
に重要なのに、興味がある方はまだ少ないようなのです。このような研究テーマをやっている
人にとっては、先に述べた状況が非常に好ましくないのです。「私の研究はどのぐらい評価さ
れているのかJ、「こういった研究を続けてもし叫、のか」、という疑問はずっと頭の中に残って
います。それだけでなく、もっと悪いのは、自分が時々迷ってしまうことになることもありま
す。その時には、しばらく研究テーマを頭からはずし、別のことをやったほうが気が楽になり
ます。例えば? 雑誌を読んだり、テレビを見たり、散歩したり、査寝したり、またはウイン
ド・ショッピングしたりします。ですから、もしも私が学校をサボった時には、許して下さい
ね、先生! 頭がサッパリしたら必ず学校に戻って、しっかり研究を続けますから。
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